
～ご挨拶～
晩春の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

  西尾市議会の３月定例会では、令和７年度の予算審議を行い、一般会計は746億円
を計上。前年度と比較して13億１千万円(1.8%）の増で、過去最大の予算規模となり
ました。 一般会計、特別会計、企業会計の全９会計の合計は、前年度に比べて21億
346万６千円(1.6%)増の1321億547万５千円で、過去最大を更新しました。
 新しい季節の始まりを感じる今日この頃、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げ
ます。引き続き、ご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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西尾市LINE公式アカウントの多言語化ついて！

市ＬＩＮＥ公式アカウントの多言語化実現に期待します！

その他一般質問の内容については、西尾市ホームページ内の市議会動画配信サイト、もしくは
ＱＲコードからお時間のある時にご確認ください。（http://www.city.nishio.aichi.jp/）

カーボンニュートラルへの対応ついて！

近年の猛暑や大型台風、豪雨災害などによる甚大な被害、こうした気候変動はすでに
私たちの生活に大きな影響をあたえています。この原因といわれている温室効果ガス

の削減は、全世界規模で対処すべき課題であり、脱炭素社会の実現が求められています。

今後のカーボンニュートラル実現に向けた取組に期待します！

私の思い

私の思い背 景

R６年６月定例会にて、西尾市LINE公式アカウン
トの多言語化を提案し、「本市での導入に向けて
前向きに検討して行く」との答弁を頂いていた。

全国の自治体で、市LINE公式アカウントを開設
しているが、市内在住の外国人に対する災害時
の情報発信等が出来ていない課題があります。

Ｑ１ Ａ１

Ｑ２ Ａ２

一 般 質 問 回 答

本市に在住する外国籍住民の多い国から順に、10から20程度
の言語に対応したいと考えています。その結果、本市のほぼす
べての外国籍住民に対応することができると考えている。

外国籍住民に災害情報や生活情報などを、いち早くお伝えす
ることができる大変有効な手段であることから、令和７年度の
できるだけ早い時期に導入できるように検討している。

市LINE公式アカウント
多言語化の展開時期は
どのようか。

Ｑ１ Ａ１

一 般 質 問 回 答

市の取組は、住宅用地球温暖化対策設備導入補助金や低
公害車普及促進事業補助金の交付、公共施設の照明LED
化を順次進めている。
今後の対策は、既存事業の更なる推進を図り、新たな事
業として一部の公共施設に太陽光発電などによる再生可能
エネルギーである電気の導入などを検討していく。

太陽光発電設備の設置や再エネ由来の
電気の購入など、CO2削減に対して
市が率先し、先導するような姿勢も
大切。市の温室効果ガス削減に向けた
取り組みと今後の対策はどのようか。

市LINE公式アカウント
の多言語化は何か国の
多言語に対応予定か。



～くらしの相談～
地域の困りごと、市政に対するご意見・ご要望等ありましたら
お気軽に「犬飼勝博 くらしの相談」をご利用ください。
ＴＥＬ：０５６３－５５－１１６７ ＦＡＸ：０５６３－５５－１９０９
ブログで活動報告をしていますので、お時間がありましたら是非ご覧ください。

犬飼勝博 検索 ホームページからも受け付けております。

（ＨＰのＱＲコード）

ご支援を頂いた皆様へ

https://isozakitetsuji.com/

私事ではありますが、本年６月24日の西尾市議会議員任期満了をもちまして、2期
８年間務めさせて頂いた西尾市議会議員の職を退任することにいたしました。
これまでの間、皆様の温かいご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
退任後は、市民の一人としてこれまでの経験を活かし、地域社会の発展に微力ながら
貢献できればと思っております。

最後になりますが、皆様のますますのご健康とご多幸をお祈り申し上げ、犬飼勝博
後援会発行の市政レポートを最終号とさせていただきます。

犬飼かつひろ 主な活動報告 １月～３月

1/16 和歌山県那智勝浦町視察    1/31 東ﾚﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｺｰﾄﾞ労組旗開き     2/7 山口Ｇ  ステーションAI視察      3/6 三河中地協  街頭活動

羽塚町地内の市道(羽塚神社付近)にて、交通安全対策
依頼の要望あり。

⇒交通安全対策としてカラー舗装を施工しました。

小焼野町地内の市道にて、側溝に蓋がなく危険なため、
対策依頼の声あり。

⇒転落防止の側溝蓋を施工しました。

くらしの相談（皆さんからの要望に対応しました）

新たに津波避難タワーが完成
奥田地区と一色町明治地区で建設を進めてきた「津波避難タワー」が新たに２基完成しました。
これで市内では一色町生田・千間地区、吉良町大島・吉田地区に続き、計６基が整備されました。

（奥田地区） （一色町明治地区）

https://isozakitetsuji.com/
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